
第 41回 夕張川流域会議 議事要旨 

 

日時：令和 4年 2月 3日（木）13：00～15：30 

場所：Web 会議 

 

＜議題＞ 

 各団体からの活動報告 

 

＜各団体からの活動報告＞ 

■栗山青年会議所 

 栗山青年会議所の活動が、北海道土地改良建設協会の冊子に取り上げられた。 

 

■栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会 

 9 月 1日から 11 月初旬まで約 2カ月間、サケ・マスの遡上状況を見てきた。渇水で魚道の水

位が下がったが河川事務所と土地改良区のおかげで魚道に水が流れた。感謝する。 

 夕張川のサケの産卵床数は 49ヵ所とサクラマスの産卵床が 8ヵ所で、例年同数だった。 

 雨煙別川でもサケ・サクラマスの産卵床づくり（河道内に砂利を入れ産卵可能地をつくる作

業）をしている。ここでサケ産卵を確認できた。 

 他の支川でもサケ・マスが産卵するようにしたい。由仁町や夕張市の住民とともに流域全体

で川を見直していきたい。 

 

■おっ鳥クラブ・NPO 雨煙別学校 

 川の活動指導者講習は、6月 19、20 日に実施した。コロナ感染の影響を考えて、スタッフの

みで一般公募はしなかった。 

 川の活動参加者はほとんどが小学生で、ボートで川下り、地質の学習、生き物観察等を夕張

川やその支川を使って行っている。延べで約 1,500 名の利用がある。 

 コロナ感染の影響で、夏の宿泊学習の時期がずれこんで、秋冬以降に延期したこともあり、

夕張川での活動プログラムが少し減少した。 

 6 月下旬に南幌町リバーサイドゴルフ場裏の夕張川でコウモリの観察会をした。伐開で利用

しやすくなった。今後、NPO で除草して現状を維持する。 

 川下りルートの船着き場、栗由大橋付近の水辺体験フィールドもできる限り除草作業をして

維持していく。今後も河川事務所と連絡を取り合っていきたい。 

 おっ鳥クラブは、毎年春と初夏に探鳥会を夕張川で実施しているが、コロナ感染の影響の関

係で初夏の探鳥会は中止になった。 

 魚道学習は、栗沢頭首工の魚道で栗山小学校の地域学習として実施した。 

 

■流域生態研究所 

 夕張川支川ハサンベツ川では市民が中心になって里山づくりが行われているが、河床低下や

水衝部の崩落、倒木で魚類遡上に支障が出る等の問題がある。 



 土砂コントロールできるように河道法線を決めた。水衝部や崩れた河岸は玉石で護岸をつく

り、魚道は現地から提供された庭石等を使って市民工事でつくった。 

 例年、伐開や掘削箇所について、流域会議で相談しながら検討してきた。今後も流域会議で

議論しながら河川整備を実施していただきたい。 

 

■その他（川らしい川づくりについて） 

 水の流れる向きを重視しながら、川らしい川を造っていくことが大切だ。治水上問題になる

樹木伐採に併せて河道掘削もできるのではないか。 

 「景観 10 年、風景 100 年、風土 1000 年」と言われるが、本来の川には風景を維持できる作

用がある。夕張川独自の歴史、風景を考慮した川のつくり方があると思う。 

 今の夕張川には河原がほとんどない。澪筋に沿ってヤナギが生え、同じ場所を集中して水が

流れるため、深掘れで河床低下を起こしている。 

 由仁町辺りに相当な扇状地があり農地には砂利がある。下流でも川幅を広げれば砂利が溜ま

っている。下流域でも川岸には砂利層があり提案は不可能ではない気がする。若い世代に川

の再生を引き継いでいく、そういう川の文化を残したい。 

 夕張川河川整備計画の中で、これまで魚道改修やショウドウツバメ営巣地対岸の掘削工事を

してもらい、またこの流域会議を続けて頂いたことに感謝している。 

 

 

  



 

＜参加者リスト＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


